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会社概要
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会社名 東亜ディーケーケー株式会社

代表取締役社長 佐々木 輝男

所在地 東京都新宿区高田馬場一丁目２９番地１０号

設立 １９４４（昭和１９）年９月１９日

資本金 １８億４，２４８万１千円 （平成28年３月末現在）

従業員数 連結 ５９３名 単独 ３３５名 （平成28年３月末現在）

事業内容 計測機器事業・不動産賃貸事業

事業所
狭山テクニカルセンター・開発研究センター（埼玉県狭山市）
東京エンジニアリングセンター（東京都東大和市）

営業拠点
札幌 仙台 千葉 横浜 静岡 名古屋 大阪 岡山
広島 山口 高松 北九州 長崎

連結子会社

山形東亜DKK（山形県新庄市）
岩手東亜DKK（岩手県遠野市）
アリス東亜DKK（埼玉県狭山市）
東亜DKKアナリティカ（東京都東大和市）
東亜DKKサービス（東京都東大和市）
バイオ二クス機器（東京都東大和市）
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地球環境保全のリーディングカンパニー

工場

下水
処理場

浄水場

家庭

病院

発電所

「水・大気・ガス・医療」の計測技術を柱に、総合計測機器メーカーとして、
環境計測から化学分析まで幅広い分野で人々の暮らしを支えています。

経営理念

『誠実・創造・挑戦』をモットーに地球環境保全と

豊かで人にやさしい社会環境の実現に貢献します。
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沿革
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東亜電波工業
1944年（昭和19年）創立

東亜ディーケーケー
2000年（平成12年）設立

卓上分野を主体とする
計測機器・医療用機器の

製造・販売・サービス

大気・環境・計測制御など
生産ライン・フィールド分野での

計測機器の製造・販売・サービス

「水・大気・ガス・医療」を柱とする
総合計測機器メーカー

電気化学計器
1945年（昭和20年）創立

2005年（平成17年） 米国ＨＡＣＨと業務提携及び資本提携

2013年（平成25年） 東証第一部指定銘柄

2014年（平成26年） 創立70周年
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当社の強みと特長
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１、研究開発型企業として環境保全で国際貢献

２、営業から開発・生産・サービスに至るまで自社一貫体制

３、特長ある関連子会社(６社)の強力な自立生産体制

４、米国ＨＡＣＨとの業務提携・資本提携で国際ビジネスの展開

５、一流のお客様とお取引をさせていただいている企業環境
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研究開発型企業を目指す
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「No.1ではなく ONLY ONE」の独自技術を指向

世界に貢献する企業づくり

狭山テクニカルセンター内の新開発研究センター

太陽光発電システム・雨水利用システム
などを採用したエコ設計



38%
8%

4%
3%

15%

30%

2%
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事業分野と売上構成比

科学分析機器

ラボ用水質計

電極

ポータブル用水質計

環境・プロセス分析機器

水道水用水質
自動測定装置

PM2.5測定装置

pH計変換器

全窒素全りん計
Ｈ27年度

連結売上高
１４３億円

保守・修理・部品・その他

不動産賃貸事業

電極・標準液

産業用ガス
検知警報器

医療関連機器

透析用薬剤
溶解装置
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環境・プロセス分析機器①基本プロセス分析計
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pH計変換器 ORP計変換器 電気伝導率計

水処理を必要とするあらゆる業界の生産・品質管理
プロセスに導入され、生産性向上に大きく貢献

あらゆる工場がお客様：
火力発電所、浄水場、下水・し尿処理場、清掃工場、半導体工場、石油・化学
工場、製鉄工場、製紙工場、食品・飲料工場、自動車工場、家電工場など

プラント（装置）メーカー
重電メーカー

水の酸・アルカリ濃度を測る
「pH計」は業界でもトップシェア

主要
取引先
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環境・プロセス分析機器②上下水道用分析計
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給水所
ポンプ場

公園など公共の場所に設置され、
水道水の水質を常時監視

水道水用水質

自動測定装置

安全でおいしい飲料水の供給と、川や海の環境保全
に貢献

7項目連続測定
停電時72時間
対応

・ＰＨ計

・濁度計

・残留塩素計

・電気伝導率計

など

・ＰＨ計

・SS濃度計＊

・溶存酸素計

など

＊SS（Suspended solid)：濁りの原因物質

下水処理場
下水・し尿・産業排水

を浄化する施設

浄水場
（水質管理・消毒）
水道水を作る工場
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環境・プロセス分析機器③環境用水質分析計
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水質総量規制対象地域の河川・湖沼・海（湾）に
おいて、工場排水等による水質汚濁を常時監視

水質汚濁法に基づく水質総量規制などで、排水基準が定められている

生活排水、産業排水の増加による水質汚染・公害の発生
（アオコ、赤潮の発生、水俣病等）

全窒素・全りん/

COD自動測定器
油膜検知器
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環境・プロセス分析機器④
環境用大気分析計・排ガス分析計

12

酸性雨

森林の枯死

光化学大気汚染

オゾン層破壊

ＰＭ2.5
測定装置環境大気移動測定車

国内シェア
NO.1

（約5割）

大気汚染防止法などの法規制に対応し、PM2.5、
二酸化硫黄、窒素酸化物など、大気の汚染状態を監視

大気SO2SPM
測定装置
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科学分析機器
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小型・軽量でフィールド調査向け。
川や湖での水質測定に使用。
小型・軽量でフィールド調査向け。
川や湖での水質測定に使用。

大学や試験研究機関、製造現場、海、ダムなど、あらゆる場所の
水質測定に使用される。
用途は環境、エネルギー、食品、医薬品、バイオなど多岐に渡る。

マルチ水質計
（Xシリーズ）

蛍光式溶存酸素計
（HACH製）

水質計

ラボ用分析機器

卓上型、簡単操作、高精度な測定。
大学や試験研究機関、生産ラインの
品質管理などあらゆる分野の化学分析
に使用。

卓上型、簡単操作、高精度な測定。
大学や試験研究機関、生産ラインの
品質管理などあらゆる分野の化学分析
に使用。

ポータブル分析計
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医療関連機器
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センサ技術を応用し、独自特許で開発した人工透析用
粉末薬剤の溶解装置を製造し、高信頼の製品を病院
へ納入

医療用関連機器（透析用粉末薬剤溶解装置）
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連結売上高・経常利益の推移
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HACH提携後 ﾘｰﾏﾝｼｮｯｸ 一部上場東日本大
震災特需

合併
15周年



339 385 480 
606 

736 760 
339 320 
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325 
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232 
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H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

（予想）

1,588
1,706

1,3191,259

1,475

1,850
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海外売上高推移

海外において受注活動を積極的に展開し、中国向け環境用
水質分析計を中心に好調裡に推移

中国

韓国

台湾

南東アジア他

その他

（単位:百万円）

※インド特需含む



平成27年９月 クウェート国KCC社と販売代理店契約を
締結

平成27年12月 ソウル事務所を開設

平成28年３月
平成28年４月

重慶SIC社と提携
北京牡丹社と提携

Copyright(c) DKK‐TOA CORPORATION 18

海外戦略の積極展開と販売網の拡充強化

直近の海外展開実績
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中国の環境保全分野でのビジネス拡大

平成28年5月25日放送のNHK BS
「キャッチ!世界のトップニュース」の
特集番組「日中企業提携の最前線」

大気･排ガス測定分野環境水質分野

HACH CHINAと共同で
ビジネス拡大

重慶SIC社、北京牡丹社
の2社と提携

プラス

平成27年11月
PM2.5測定装置の中国国家認証取得
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国内受注拡大への取り組み

国内営業強化のため営業推進本部を設置

12,585 12,120 12,461 12,224 12,356 12,450 

1,475 
1,259 1,319 1,588 1,706 1,850 

14,357 
13,672 13,923 14,065 14,326 14,500 

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

不動産賃貸

海外売上

国内売上

（予想）

海外売上増加
国内売上横ばい

国内営業本部のＢＩＧ ＪＯＢ受注推進役
国内営業本部は縦軸、営業推進本部は横軸
中島信寿執行役員を本部長に任命

（計測機器）

（計測機器）

平成28年7月1日発足
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新経営体制

新任取締役

伊東 哲 開発技術本部開発企画部長

大野 博 社外取締役 （前 新日本石油精製㈱ 代表取締役社長）

常務取締役（昇任）

赤沢真一 開発技術本部・生産本部統括

新任監査役

柳下耕一 重任

米澤廣行 社外監査役（前 明治安田ライフプランセンター㈱ 常務取締役）

平成28年6月28日発足

言い訳をしない新経営体制
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自己資本比率、ＲＯＥ等（連結）

（単位:百万円）

総資産・純資産・自己資本比率 当期純利益・ROE
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その他経営指標（連結）

単月黒字化運動の推進

平成21年９月～平成28年３月 ６年７ヶ月＝79連勝中

実質無借金

借入金５億円に対し、現金・預金48億円

棚卸資産・棚卸資産回転率



Copyright(c) DKK‐TOA CORPORATION 24

平成２９年３月期業績予想

H28.3
実績

H29.3
予想

増 減

金額 ％

売 上 高 14,326 14,500 +174 +1.2

営 業 利 益 1,367 1,200 Δ167 Δ12.2

経 常 利 益 1,418 1,300 Δ118 Δ8.3

当期純利益 931 , 900 Δ31 Δ3.3

（単位:百万円）

売上高は微増、収益面では狭山市の貸店舗の不動産賃
貸契約の終了もあり減益の計画（一定の利益は確保）
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株主還元（配当金・株主優待）

当社グループは、株主様に対する利益還元を経営の最重要政策として位置づけており、
利益配分につきましては、将来の事業展開に備えるため内部留保を勘案しつつ株主様に
は業績に応じたかつ安定的な配当を継続してまいります。

¥39.4 

¥44.3 ¥44.5 

¥38.3 

¥47.0 
¥45.4 

¥9 ¥10 
¥11 ¥11 ¥12 ¥12 

22.8% 22.6% 24.7%
28.7% 25.5% 26.4%
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 -
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 25.0
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 35.0

 40.0

 45.0

 50.0

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

（計画）

1株当たり純利益 1株当たり配当金 配当性向 毎年９月末現在の株主名簿に記載された
株主様に、「緑の募金」付クオカードを贈呈

所有株式数 優待内容

100株以上500株未満 寄付金付クオカード500円分

500株以上1,000株未満 寄付金付クオカード1,000円分

1,000株以上 寄付金付クオカード2,000円分

配当金・配当性向の推移 株主優待のご案内
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第２次HYBRID経営計画（中期経営計画）

両課題を克服するため、
次の３つの経営基軸(３本の矢)に資源を集中投資。

（1）開発戦略投資（成長分野と成熟分野）
（2）海外戦略投資（海外事業と接近戦略）
（3）人財開発投資（社員総活躍への教育）

当社の経営課題は２つ。

（1）量的拡大

（2）質的向上

同時(挑戦)解決
(二刀流経営)

“第２次HYBRID経営計画”
（平成２８年４月１日～平成３１年３月３１日）



Copyright(c) DKK‐TOA CORPORATION 28

第２次HYBRID経営計画 成長戦略

成長戦略：企業全領域を独自化させお客様に選ばれる経営

（1）開発戦略

開発３本柱（水・大気・ガス）に医療分野を加えた４本柱に

事業拡大を図る。
製品の統廃合を強力に推進、経営資源を開発に集中させ開発期間短縮

（2）海外戦略

中国･東南アジア･中東に重点投資し、売上拡大を図る。
海外の質の良い代理店・特約店を戦略的に拡大、拡販体制の確立

（3）人財戦略

全社員が総活躍出来る国際感覚を身につけ限界突破する。
人財開発センターを新設、異業種先生による質の高い教育の実施

社長直轄の経営戦略部を設置、質の高いグローバル戦略を立案する。
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第２次HYBRID経営計画 目標値

第2次HYBRID
経営計画

平成30年度
経営目標
（連結）

①売上高 ： 160億円

②経常利益 ： 16億円（経常利益率10％以上）

③海外売上高比率 ： 20％以上

④新製品革新率 ： 25％

⑤棚卸資産回転率 ： 10回転以上

⑥ＲＯＥ ： 10％以上

（予想） （計画）
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ご注意とお願い

１．本資料は当社をご理解いただくために作成したものであり、当社への投資勧誘を目的としたもの

ではありません。

２．本資料における将来予想に関する記述につきましては、目標や予測に基づいており、確約や

保証を与えるものではありません。

３．将来における当社の業績が、現在の当社の将来予想と異なる結果になることがある点を認識

された上でご利用ください。

４．業績等に関する記述につきましても、信頼できると思われる各種データに基づいて作成しておりますが、

当社はその正確性、安全性を保証するものではありません。

５．本資料は、投資家の皆様がいかなる目的にご利用される場合においても、皆様ご自身のご判断

と責任においてご利用されることを前提にご提示させていただくものであり、当社はいかなる場合

においてもその責任は負いません。

＜お問い合わせ＞
東亜ディーケーケー株式会社
経営戦略部 経営企画課

電話：03-3202-0242
メール：ir@toadkk.co.jp

URL：http://www.toadkk.co.jp/


